


　人類分の不幸を背負えたらかっこいいだろうなと思う。思うだけなら自由だ。実際には俺に不

幸を背負ってくれなんて頼むやつはいないだろうし、現実問題として不幸を背負えるほど俺は裕

福でもないし、強くもない。むしろどちらかといえば不幸の側にいる。

　８粒入りの四角いアイスクリームを一気にほおばる。そしていっぺんに平らげる。そんな快感

。こんな小さな幸福に満足している俺こそ不幸だ。むしろ悲劇的でないだけになおいっそう不幸

である。同情の余地がない。

　俺にはやることがない。毎日こうしてだらだらとテレビを見て、ネットゲームをし、寝る。た

だ生きているだけ。そんな人生。これって生きているだけ幸福なのだろうか。それとも不幸なの

だろうか。


